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＜連絡事項＞

· 本日17：30より、課内研修（プロセスレコードについて）あり。

＜外来患者様情報＞

· 大久保　恒夫様～鼻汁と耳鳴りがあるとのこと。鼻汁には風邪薬処方。耳鳴りの薬は相澤耳鼻科で

もらっているが、あまり効かないと話されている。

· 細越　定生　様～胃の調子は良いとのことだが、胃薬は希望されておりガスター4日分処方となっ

ている。体重は自己申告で121kg。朝早くデイケアに行き、ギターを行っているとのこと。「目的意識を持って行動する必要がある」と話されている。

· 小野寺　文明様～睡眠状況が良くないとのことで、不眠時の屯用薬としてハルラック2錠7日分処

方となっている。屯用薬は足の痛みに影響があるかと尋ねており、問題ないこと説明している。不眠になることは月に2～3回あるが、その他、精神症状は特にないとのこと。

· 種市　久子　様～気分が落ち込んで憂鬱な気分になるとのこと。リストカットについて、子供には

見せないように説明すると、子供には見せていないと話されている。訪問看護スタッフにひどいことを言われると話されており、ひどいことを言われたら「落ち込んでいる」と表現するように説明している。また、お世話になっていた人が行方不明になったとのことで、週末も探しに行くと話されている。

· 平　　康子　様～特に変わりはないとのこと。本日はデイケアを欠席すると話されている。食事に

ついて確認すると曖昧に濁して答えている。

· 中居　松男　様～特に変わりなし。23日に青明舎のもちつきに参加するとのこと。

· 山田　健次　様～特に変わりなし。入浴に関しては週3回入っていると話されている。寒い為、冷

えないように気をつけるよう説明。

· 船場　幸子　様～風邪は良くなってきたと話されている。眩暈・立ちくらみに関しては、ゆっくり

していれば大丈夫とのこと。

· 上久保　善郎様～次回外泊は15日から。行ったり来たりで疲れないかと尋ねると、「疲れない」と

話されている。正月は実家で過ごすとのこと。長いもの作業は終了したと話されている。

· 長瀬　紘一郎様～特に変わりはない。次回平和病院受診は1/16とのこと。

· 奥山　以依子様～青山荘の忘年会では、カラオケで「娘」という曲を歌うと話されている。通所の

クリスマス会については「わからない」とのこと。

· 大久保　康弘様～病状は安定しており、回復期に入った気がすると本人話されている。睡眠は合計

で7時間は取れており、食欲もありすぎて困っているという。喉の不具合に関して尋ねると、「喉じゃなくて食道でした」と話されている。ガスター処方は止め。シンラック液追加処方となっている。

· 前野　義勝　様～疲れないように仕事をしているとのこと。チラシ配りを辞めたら身体が楽になっ

たとのこと。幸房でも忘年会をやったらいいと思うが、誰も乗ってくれないと話されている。

· 柳町　信之　様～11：00に来院。睡眠はとれており、痔の出血や疼痛はないとのこと。体重59kg。

· 佐藤　朗子　様～仕事で疲れることはないとのこと。1月から6時間勤務になることを話されてい

る。

· 鹿原　博夫　様～特に変わりはない。幸房ではパン作りを続けているとのこと。

· 中居　美津子様～便秘気味で、センナリドが残っているため自分で調整すると話されている。ヨー

グルトなど便通に良い物を摂取するよう説明している。毎日幸房で特定メンバーからパワハラを受けていると話されている。

＜通所利用者様情報＞ 
· 小野寺　文明様～昨晩、全く睡眠がとれていないとのことで、プログラム中ぐったりとテーブルに

臥している様子みられている。静養室で休んではどうかと促すも、「そこまでは必要ないです」と断っている。体調をみながら、休養を促していく。

· 繁名　和恵　様～来所時より「寒いから帰りたい」と訴えあり、静養室での休養も希望されている。

顔色は良好で、会話時笑顔みられており、不調な様子はない。寒いのであれば

入浴などをして身体を温めるよう促すも、「その後に身体が冷える」と話されている。プログラム開始時間までという約束で静養室に入るが、時間になっても

静養室から出てくることはなく、声かけ要している。昼食後も、「腹痛がする」「自分に自信がないから帰りたい」と訴えている。日中デイケアで過ごすことに慣れていく必要があるのではないかと振り返って戴いている。

· 種市　久子　様～本日来所されている。自分から話をすることはないが、声かけをすると返答は

されている。他機関への不満や自傷行為などに関しては話きかれない。昼食は

食欲がないと話し不食。今後の訪問看護の利用について、病院PSWと相談する予定となっている。

· 高橋　洋子　様～昨日、来所時より「頭が痛い」「吐き気がする」などの不定愁訴が多く、常に

静養室使用を希望されている。本人からスタッフに「どうして治らない」と相談されており、現在通院中の病院で変わりがないのであれば、他の病院を受診するなど、少しずつ治していくよう説明。帰宅後、本人が娘様に「大きな病院にかかる必要があると言われた」と解釈し訴えていたとのことで、本日娘様より電話確認あり。また、娘様自身が仕事で忙しく、本人に構うことが出来ていない為、どのように対応したらよいか相談されている。本人が不調を訴えてくると邪険にしてしまうとのことで、当人同士の関係性を改善していく必要があると説明している。

· 田中　正士　様～一昨日、帰荘時に足を引きずるようにして歩いていることがあり。手すりを使用

することはなく、本人は「何ともない」と話されているが、青風荘にも情報提供している。本日、歩行状態は改善されているが、運動プログラムは見学。

⇒歩行状態に注目し、転倒のないように介入していく。

＜デイケア事例検討＞

松川　順子　様（30）女性　　主病名：精神遅滞

デイケア利用開始日：2008年11月5日

○検討内容

突然、「気持ちが悪い」と表情を強張らせ訴えることがある為、その時はどのように対処したら良いか。

· 理由について本人に尋ねると、「分からない」「何もない」と答える。

· 上記の訴えがある時は、緊張をした時や、誰かに自分のことを指摘された時にみられている。

· 青山荘では、本人が落ち着かない時は自室などで休んで戴いている。自室に入った後、すぐに出てきてしまうが、時間経過で落ち着くことが出来ている。

· あまり本人に干渉をすると依存的となることがある為、干渉しすぎないようにしている。

· 毎日の生活で困ったことはないかと尋ねると「特にない」と話されている。プログラム中も、オープンの質問にはなかなか答えることが出来ず、「わかりません」と話す。

⇒本人が落ち着かない時は、一人でゆっくり休めるような環境を提供し、無理のないように促していく。

＜退院療養検討会議報告＞

高橋　幸雄　様（34）男性　　

主病名：統合失調症　　当院入院1回目（任意入院）

担当医：川端医師

退院予定日：12/13（土）

デイケア開始予定日：12/16（火）　週3回（火・木・金）

初外来予定日：12/16（火）11：00～

○生活歴

　H16年9月より自宅に閉じこもることが多くなり、H17年頃より「自分を襲いに来る」という幻聴が聞こえるようになり、バットで部屋の壁や物を叩くことがあった。H20年9月上旬より、不安感の増強・不眠が出現。同年9月7日、早朝に「誰かが居る。怖い」と話し、包丁を持って自宅の中を探し回った後、自宅倉庫にてロープで首をつっているところを発見され、当院入院となっている。

○本人について

· 退院後は自宅にて家族と同居生活。デイケアにはバスで通所する予定。

· 性格は真面目で頑固だが、他者の意見に同調しやすい傾向にある。

· 困っていることなど自分から話すことがない為、スタッフ側から自己表現を促していく必要がある。

· 集中力は低く、塗り絵などの作業を行っていても、中断する事が多い。

· 精神状態が不安定になると、自分の能力以上のことに無理して取り組もうとする傾向にある。

· 趣味はパソコン、パチンコなど。家族や友人とドライブやバドミントンをすることも好きだという。

· 就労希望。担当医より、一般就労も可とのこと。本人は、土木関係の仕事を希望している。

· 職歴は、短大卒業後、自衛隊に10年間勤務。その後、上京して警備員を2ヶ月行っているが、人間関係がうまくいかず退職している。

· 家族としては、あせらずにまず自宅の手伝い（農家）を行ってから就労に移行したいとの希望。

○利用目的・対応方針

· 身体を動かすことが好きとのことで、運動プログラムへの参加を積極的に促していく。それによる利用日の変更も、本人と相談し可能。

· 就労希望されている為、それに向けての体力づくりや生活管理について助言を行っていく。










